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え，計 62 項目を作成した。その後高校生 376 名を対象に本調査を実施した。そして最尤法，
promax 回転による因子分析を行い，精神的依存状態因子，メール不安因子，長時間利用因
子，ながら利用因子，対面コミュニケーション不安因子の 5 因子を見出した。そしてこの 5
因子 39 項目からなる高校生向けインターネット依存傾向測定尺度を開発した。















この実践は私立 B 高等学校にて行った。なお単元開発に際しては，B 高校の情報科の他
の学習の進度に支障をきたさないようにするため，B 高校の各学期のカリキュラムからは極
端に逸脱せず，これに沿った中で実践を行うことができるように単元を検討している。そし
て 1 学期はメール不安因子と対面コミュニケーション不安因子に，2 学期は長時間利用因子
とながら利用因子に，3 学期は精神的依存状態因子に焦点を当てた授業実践を行った。なお，
第 1 章でインターネットの利用行動の改善に有効であることが示唆された R-PDCA サイク
ルの活動は，2 学期に焦点を当てた因子がどちらも学習者の依存的な利用行動を表している
と考えられたことから，この期間に 3 回に渡って継続的に行っている。
そして第 2 章で作成した尺度を用いて授業前，1 学期終了時，2 学期終了時，3 学期終了





平均利用時間が授業前後で 122 分から 71 分に減少し，メールや SNS のメッセージ等の送


























日本教育工学会論文誌、Vol.37 No.4, pp.491-504 (2014)
[4] 鶴田利郎・野嶋栄一郎: 1年間を通したインターネット依存改善のための教育実践によ
る生徒の依存傾向の経時的変容, 日本教育工学会論文誌、Vol.39 No.1, pp.53-65 (2015)
本論文は，近年高校生の間で問題となっているインターネット依存について，独自に開発
した尺度を用いてインターネット依存の変容の状態を継続的にモニターしながら行われた
教育実践研究の報告であり，特に申請者自身が実際に高校生に授業実践を行い，教育対象の
学習者の実態や授業を通した比較的長期間にわたる変化について詳細に追究されている点
において，実践的にも研究的にも優れた論文といえる。
以上より本論文は、博士（人間科学）の学位を授与するに十分値するものと認める。
以上
